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出
題
が
増
加
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
出
題
で
は
日

本
の
戦
後
社
会
の
経
緯
や
変
容
へ
の

理
解
に
照
ら
し
て
社
会
問
題
を
考
え

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
特
徴
的

と
言
え
る
。
学
校
教
育
で
現
代
史
・

戦
後
史
を
十
分
に
学
ぶ
機
会
を
得
な

か
っ
た
受
験
生
世
代
に
、
よ
り
的
確

な
考
察
視
点
を
提
供
す
る
試
み
か
も

し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
理
解
を
踏
ま

え
て
、
各
ジ
ャ
ン
ル
の
テ
ー
マ
課
題

を
分
類
整
理
す
る
方
向
で
分
析
を
行

い
た
い
。

　

資
料
は
、
２
０
１
６
年
度
の
国
公

立
大
学
の
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
小
論
文

問
題
の
概
要
表
で
あ
る
。
例
年
と
同

様
に
、
各
大
学
の
学
部
・
学
科
別
の

出
題
内
容
に
関
す
る
情
報
を
ジ
ャ
ン

ル
、
テ
ー
マ
課
題
、
出
題
形
式
で
分

類
し
、
国
立
大
を
先
に
公
立
大
を
後

に
記
し
、
出
題
内
容
が
数
式
問
題
や

英
文
課
題
文
の
も
の
、
出
題
形
式
が

テ
ー
マ
型
の
も
の
を
予
め
省
略
し
た
。

　

全
般
的
傾
向
と
し
て
、
各
ジ
ャ
ン

ル
の
学
問
領
域
に
関
す
る
基
本
的
理

解
を
確
か
め
る
従
来
型
出
題
が
あ
る

他
方
で
、
今
回
は
、
受
験
生
世
代
に

密
接
に
関
わ
る
テ
ー
マ
課
題
を
扱
う

　
入
試
小
論
文
に
は
現
在
進
行
中
の
社
会
問
題
を
多
様

な
切
り
口
か
ら
扱
う
出
題
が
多
い
。
今
回
は
ど
の
よ
う

な
特
徴
や
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
か
を
探
っ
て
み
た
い
。

　
　

求
め
ら
れ
る
日
本
の
戦
後
政
治
経

　
　
済
の
変
容
プ
ロ
セ
ス
へ
の
理
解

受
験
生
の
当
事
者
性
が
問
わ
れ
る

社
会
的
テ
ー
マ
課
題
の
広
が
り

２
０
１
６
年
度
国
公
立
大
学
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
小
論
文

速報

〈
経
済
ジ
ャ
ン
ル
〉

　

最
初
に
取
り
上
げ
る
経
済
ジ
ャ
ン

ル
で
は
、
テ
ー
マ
課
題
の
傾
向
は
お

よ
そ
３
つ
に
分
類
で
き
る
。

　

第
一
は
、
経
済
学
と
い
う
学
問
に

対
す
る
基
本
的
な
素
養
や
理
解
を
測

る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
社
会

の
現
状
を
分
析
す
る
道
具
と
し
て
の

経
済
学
が
果
た
す
べ
き
今
日
的
役

割
」(

和
歌
山
大
学
・
経
済
学
部
）「
個

人
や
企
業
の
行
動
・
意
思
決
定
を
規

定
す
る
『
機
会
費
用
』
と
い
う
経
済

学
的
概
念
」（
広
島
大
学
・
経
済
学
部
）

な
ど
が
あ
る
。

　

第
二
は
、
こ
こ
数
年
の
特
徴
的

テ
ー
マ
課
題
で
あ
る
、
若
者
や
女
性

を
対
象
に
し
た
貧
困
問
題
、
雇
用
問

題
の
現
状
認
識
を
測
る
も
の
で
あ
る
。

「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
問
題
を
生
じ
さ

せ
る
社
会
的
・
経
済
的
な
諸
要
因
と

解
決
策
の
方
向
性
」（
大
分
大
学
・
経

済
学
部
）「
重
層
的
困
難
を
抱
え
る
現

代
の
若
者
の
不
安
定
就
業
問
題
と
求

め
ら
れ
る
支
援
策
の
方
向
性
」（
県
立

広
島
大
学
・
人
間
文
化
学
部
）「
子
育

て
中
の
日
本
女
性
の
厳
し
い
就
労
環

境
と
女
性
の
社
会
的
役
割
の
根
本
的

制
約
と
の
関
係
」（
北
九
州
市
立
大

学
・
文
学
部
）
な
ど
が
あ
る
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
現
在
に
至
る
日

●〈資料〉2016年度国公立大学推薦・AO入試小論文の概要
大　学　名 学　部　名 学　科　名 ジャンル テ　　　ー　　　マ　　　課　　　題 出題形式

旭川医科大学 医学部 医学科 医　　療 日本における食品中，大気中，水道水などの発がん物質の基準値の決め方 課題文型
小樽商科大学 商学部 ― 情　　報 ネットで進む人間に関する情報取得と人間に働きかけるサービス流通プラットフォーム化 課題文型
弘前大学 医学部 保健学科� （看護学） 医　　療 生活習慣病の最大リスク要因である高血圧の原因と食塩摂取必要量との関係 資 料 型

農学生命科学部 分子生命科学科 科学技術 生命科学各方面に研究分野を広げる農芸化学と遺伝子組替作物のメリット・デメリット 課題文型
地域環境工学科 経　　済 農業・農村のもつ農産物供給機能以外の多面的機能を維持・保存するためのアイデア 資 料 型

岩手大学 人文社会科学部 ― 情　　報 情報の良し悪しを選別することの重要性と求められる具体的選別基準 課題文型
教育学部 ― 教　　育 学校での重大事故防止に必要とされる，従来の視点や発想を変えた安全教育対策 課題文型

山形大学 医学部 看護学科 医　　療 体内時計システムを乱す社会的時差ぼけの慢性化と多様な疾患との関係 課題文型
農学部 食料生命環境学科 科学技術 「官の技術」で消滅した日本農業の真髄の重要性と求められる「民の技術」の再生 課題文型

医　　療 健康寿命延伸と食生活・サプリメントとの関係で考える機能性表示食品導入の利点と課題 課題文型
福島大学 経済経営学類 ― 国　　際 他の先進国と異なる日本の外国人受け入れ政策の実態と求められる現実的改善策 課題文型

行政政策学類 ― 思想文化 社会の「集団化」現象をもたらした諸要因と望まれる「他者に対して優しい社会」の構築 課題文型
茨城大学 人文学部 人文コミュニケーション学科 経　　済 人々の消費量と競争を評価基準にする現代文明が世界にもたらした深刻な影響 課題文型
埼玉大学 教養学部 ― 国　　際 文化や社会に関する行動規範の異なる外国人と共生することの難しさと克服課題 課題文型

経済学部 ― 経　　済 先進国に共通する「過剰による貧困」という新たな逆説的事態と求められる現実的解決策 課題文型
東京医科歯科大学 医学部 保健衛生学科� （看護学・検査技術学） 医　　療 科学的裏付けのないマルチビタミンの「効用」とバランスの取れた食生活の優位性 課題文型

医　　療 心を病む人々との出会いと挫折の繰り返しの中から紡ぎ出された「ケアの営みの真髄」 課題文型
東京工業大学 工学部 第６類Ｂ 科学技術 世界の自然災害においてその被害の半分を占めるアジア地域の災害リスク諸要因 資 料 型
横浜国立大学 教育人間科学部 学校教育課程� （地域枠） 教　　育 米国の「教え込み」教育と異なる日本の「しみ込み型」教育の文化的特徴と優位性 課題文型

経営学部 ― 経　　済 米国自動車産業経営者が否認した，製品のもつ2つの基本的属性と消費者期待の変化 課題文型
経　　済 長期にわたる低成長状況から脱するために日本政府が主導する新成長戦略の妥当性 課題文型

新潟大学 人文学部 ― 思想文化 両立しない主張を含む「ことわざ」が存在する理由とこれらが用いられる状況の想定 課題文型
経済学部 ― 経　　済 戦後日本を特徴づけた経済成長の歴史的経緯と人々の生活満足度の変化との関わり 課題文型
理学部 自然環境科学科 科学技術 遺伝子組換え作物がもたらす社会的な恩恵と問題点 課題文型

化学科 科学技術 自然界を人間の感覚を通じて認識する現代科学の方法論的な特徴とその限界 課題文型
富山大学 人間発達科学部 人間環境システム学科 国　　際 日本への外国人旅行客を増やし日本の若者の海外旅行を増やすために必要な対策 課題文型

（人間情報コミュ二ケーション） 思想文化 「コミュニケーション」という言葉の意味をめぐる歴史的変容と今日的・特徴的課題 課題文型
医学部 看護学科 社会福祉 高齢者の親の世話をめぐる日本の高校生の意識調査結果で考える社会福祉的課題 資 料 型

医　　療 医療者に求められる，死の避けられない患者への当事者的な理解力と想像力 資 料 型
山梨大学 教育学部 学校教育� （言語教育） 教　　育 アメリカと日本で異なる外国語教育方法と理想的授業のあり方 課題文型

医学部 看護学科 教　　育 企業と学生で選択が異なる，社会で活躍するために必要な能力要素 資 料 型
教　　育 ｢自信をもって扱える道具をひとつあげよ｣という質問が優れている具体的・本質的意味 課題文型

信州大学 教育学部 学校教育� （国語教育） 教　　育 子どもの頃の読書量と最終学歴・年収・自己肯定感との関係で考える，読書の意義と効力 課題文型
医学部 保健学科� （看護学） 医　　療 小児病棟での読書療法で学んだ，絵本の力と場の力がもつ文化的・社会的な意義 課題文型

岐阜大学 地域科学部 ― 医　　療 看護師が定着可能な看護環境を実現するために取組むべき重要課題 課題文型
思想文化 文化財のもつ社会的価値と文化財を活かした地域づくりのあり方 課題文型

医学部 医学科 社会福祉 待機児童問題で考える，日本の社会福祉政策の貧しさと母親観・育児観の問題点 課題文型
医　　療 同時期に実施された日本の医療に対する評価調査結果に現れた乖離に関する考察 課題文型
医　　療 人間ドック検査結果と精密検査結果の相違について医師に求められる説明のあり方 課題文型

看護学科 経　　済 日本社会に広がる投資熱の風潮の中で失われる人間的・文化的な豊かさ 課題文型
応用生物科学部 応用生命科学課程，生命環境科学課程 環　　境 地球生態系の純生産量とバイオマスの大きな変化が人間社会に及ぼす負の影響と解決法 課題文型

科学技術 DNAの構造と機能が明示する生命特有のダイナミズムの存在 課題文型
滋賀大学 教育学部 � （共通小論文） 教　　育 人々の日常生活に浸透する，競争原理で人を選別・選抜する社会の学校化の功罪 課題文型

初等教育� （教育文化） 教　　育 日本社会における協同教育システムの崩壊と幼児教育産業の繁盛との関わり 課題文型
� （学校心理） 教　　育 算数での子どもたちの間違った考えを正すために必要な効果的教え方・学ばせ方 課題文型
� （環境教育） 環　　境 地域独自文化の多様性を支える生物の多様性との関係で考える，持続可能な社会の実現 課題文型
初等教育（社会），中等教育（社会） 国　　際 途上国における基礎教育普及の重要性と求められる国際協力的課題の共有 課題文型

和歌山大学 経済学部 ― 法・政治 直接民主主義制との関係で検証すべき，強いリーダーを求める首相公選制導入の是非 課題文型
経　　済 社会の現状を分析する道具としての経済学が果たすべき今日的役割 課題文型

鳥取大学 地域学部 地域文化学科 思想文化 近代日本の油絵の歴史で考える，日本社会における個性のあり方と文化的特徴 課題文型
地域環境学科 環　　境 地球環境を広く汚染し人体を様々に害する電子廃棄物問題の深刻さと対処策 課題文型
地域教育学科 思想文化 既存社会の革新を志向する社会力という新しい概念の文化的重要性 課題文型
地域政策学科 国　　際 外国人受入れをめぐって問われる，排除の論理と区別された共感のモラルの評価基準 課題文型

島根大学 法文学部 社会文化学科 法・政治 「最大多数の最大幸福」という政治的スローガンの思想的原理と問題点 課題文型
情　　報 メディアが伝える情報やイメージを形作る社会的諸要素とメディアリテラシーの必要性 課題文型

医学部 看護学科 情　　報 実生活で人の頭の良さを規定する，知識を知恵に変換する問題解決能力 課題文型
医　　療 終末期療養場所に関する現状と在宅療養を希望する人々に必要な支援策 資 料 型

※次ページに続く

本
の
戦
後
経
済
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

て
検
証
や
再
認
識
を
求
め
る
も
の
で

あ
る
。「
戦
後
日
本
を
特
徴
づ
け
た
経

済
成
長
の
歴
史
的
経
緯
と
人
々
の
生

活
満
足
度
の
変
化
と
の
関
わ
り
」（
新

潟
大
学
・
経
済
学
部
）「
戦
後
日
本
に

お
け
る
両
翼
の
中
間
層
の
安
定
的
存

在
を
破
綻
さ
せ
た
諸
要
因
と
対
応
策

の
必
要
性
」（
北
九
州
市
立
大
学
・
経

済
学
部
）「
日
本
社
会
に
広
が
る
投

資
熱
の
風
潮
の
中
で
失
わ
れ
る
人
間

的
・
文
化
的
な
豊
か
さ
」（
岐
阜
大
学
・

医
学
部
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

〈
法
・
政
治
ジ
ャ
ン
ル
〉

　

こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
テ
ー
マ
課
題
で

は
、
現
政
権
の
改
憲
動
向
と
も
関
わ

る
法
的
問
題
や
行
政
運
営
の
あ
り
方

に
関
す
る
も
の
が
目
を
引
く
。

　

憲
法
な
ど
法
律
的
な
問
題
に
つ
い

て
は
、「
直
接
民
主
主
義
制
度
と
の
関

係
で
検
証
す
べ
き
、
強
い
リ
ー
ダ�

ー
を
求
め
る
首
相
公
選
制
導
入
の
是

非
」（
和
歌
山
大
学
・
経
済
学
部
）「
少

年
法
成
立
の
歴
史
的
経
緯
と
法
的
目

的
と
の
関
わ
り
で
考
え
る
、
適
用
対

象
年
齢
引
き
下
げ
の
是
非
」（
北
九
州

市
立
大
学
・
法
学
部
）
な
ど
が
あ
る
。

　

行
政
運
営
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
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大　学　名 学　部　名 学　科　名 ジャンル テ　　　ー　　　マ　　　課　　　題 出題形式
岡山大学 文学部 ― 科学技術 普遍性発見の背景にある，対象を分子にまで分析することで失われる物質の状態の差 課題文型

歯学部 ― 教　　育 いじめの構造を根拠づける四つのキーワードで考える，いじめをなくす具体策 課題文型
広島大学 経済学部 経済学科� （昼間コース） 経　　済 個人や企業の行動・意思決定を規定する「機会費用」という経済学的概念 課題文型

� （夜間コース） 経　　済 生産方式の変更がもたらす会社への利点と作業スタッフのストレス度合いの変化 課題文型
教育学部 第一類� （学校教育・特別支援教育） 教　　育 「アクティブラーニング」型授業の特徴と評価，その実施の際に必要とされる配慮と工夫 課題文型

第五類�（人間形成基礎・教育学） 教　　育 日本の「学力問題」を構成する学力低下と格差の実態，学力の質をめぐる諸問題 課題文型
� （人間形成基礎・心理学） 社会福祉 人々の幸福感判断での重視項目を参考に考える，人間にとっての幸福な生き方 資 料 型

香川大学 法学部 ― 法・政治 受刑者の人権制限と再犯率の現状から再考する，日本の刑務所制度の合理性と妥当性 課題文型
経済学部 ― 思想文化 過去の歴史に向き合うために必要とされる，歴史における偶然と必然についての理解 課題文型
教育学部 ― 情　　報 情報と思考の整理に求められる段階的抽象化・メタ化のプロセス 課題文型
医学部 医学科 医　　療 放射線被ばくにより生じる発がんの仕組み 課題文型

看護学科 情　　報 SNSの全盛で老舗洋食店にも及ぶ，はた迷惑で無作法な振る舞い 課題文型
工学部 ― 思想文化 西欧の都市文化との違いで考える，日本の都市空間の貧弱さと意識革命の必要性 課題文型

科学技術 内外状況の激変で求められる，新たなエネルギーベストミックス構築 課題文型
高知大学 教育学部 学校教育教員� （推薦Ⅰ） 思想文化 日本語の音のなかに眠る多様な表情と新鮮な擬音語・擬態語の発見 課題文型

� （推薦Ⅱ） 教　　育 日本の教育に求められる，子どもたちの知的成長を促す上で重要な「問う力」の育成 課題文型
農林海洋科学部 農林資源環境学科� （森林科学） 科学技術 林業振興に必要とされる人工林の皆伐と更新（再造成），その参考課題 課題文型

九州大学 農学部 ― 科学技術 スギ花粉アレルギー対策として遺伝子組換えの杉苗木植林を行うことの是非 課題文型
教育学部 ― 科学技術 社会的リスクと表裏一体の科学技術を社会的にコントロールするために必要な考察課題 課題文型

教　　育 日本の学校教育を特徴づける｢勉強グセ」がもたらした弊害と「問う力」育成の重要性 課題文型
教　　育 「グローバル教育の統合的原理」と「自国教育の多様性原理」を備えた教育構造の重要性 課題文型

佐賀大学 経済学部 ― 経　　済 長期エネルギー需給見通しと「エネルギーシフト」構想の実現可能性 課題文型
農学部 応用生物科学科 経　　済 食料自給率の低い日本で増大する食品ロスの生じる要因と求められる解決策 資 料 型

長崎大学 経済学部 ― 経　　済 「所有権」と「責任」をめぐって広がる社会問題の深刻さと求められる対処方法 課題文型
教育学部 学校教育� （中学校・社会） 教　　育 今日の日本で求められる，外とつながりあい関わり合う国際教育の方向性 課題文型

� （中学校・技術） 経　　済 世帯当り電気エネルギー消費量の増加と社会状況変化・技術発展との関わり 資 料 型
医学部 保健学科 社会福祉 職場関係の悩みとの関係で表れた，人々の幸福度の世代別差異 資 料 型

熊本大学 文学部 文学科 教　　育 日本語教育で敬遠される，「んです」表現の文化的・言語学的価値 課題文型
総合人間学科 社会福祉 「親なるもの」を失った現代の家族の危機感と望ましい家族のあり方 課題文型

教育学部 生涯スポーツ福祉課程 法・政治 日本のスポーツ界とスポーツ行政の抱える諸問題とスポーツ庁新設の意義と役割 課題文型
大分大学 経済学部 　　　　　　 ―� （AO) 経　　済 ブラックバイト問題を生じさせる社会的・経済的な諸要因と解決策の方向性 課題文型

� （商業推薦） 社会福祉 高齢者福祉対策として大都市在住高齢者の地方移住を推進する政策の是非 課題文型
医学部 看護学科 思想文化 議論で自己の主張を他者に納得させるために必要とされるソクラテスの哲学的思考 課題文型

教　　育 見知らぬ他者への警戒を促す親の教育的指示が子どもの成長に及ぼす影響 課題文型
社会福祉 職業別・年収別の生涯未婚率データで考える，日本社会で進む未婚化拡大の諸要因 資 料 型

鹿児島大学 法文学部 経済情報学科 思想文化 コミュニケーション能力至上主義がもたらした文化的・階層的諸問題 課題文型
教育学部 学校教育（家政専修） 社会福祉 日本における出生率低下・少子化の要因と出生率上昇に必要な対策 課題文型
農学部 農業生産科学科 経　　済 日本の現在及び将来の食料需要の見通しと生産技術発展の必要性 課題文型

食料生命科学科 科学技術 日本における農業用微生物資材の持続的活用の重要性と必要とされる対策 課題文型
環　　境 農業活動がもたらす様々な環境問題とその解決方法 課題文型

共同獣医学部 ― 科学技術 獣医師の誓い―95年宣言（前文）と獣医師が社会に対して果たすべき役割 課題文型
琉球大学 法文学部 人間科学科 国　　際 世界の人々の幸福を考えるときに必要な最優先課題の認識法と解決法 課題文型

教育学部 教員養成� (小学校・教育実践学） 教　　育 教育と学習の本質がある問と答との距離を軽視して短くする日本の教育危機 課題文型
農学部 地域農業工学科 経　　済 生産年齢人口減少に備えた対策が必須の日本の食料・農業・環境・エネルギー問題 資 料 型

秋田県立大学 生物資源科学部 ― 科学技術 植物繁殖システムである自家受粉と他家受粉で異なる遺伝的特徴と環境適応力 課題文型
環　　境 マツとキノコ類の共生関係に被害をもたらした土壌環境を整える人間活動の消失 課題文型

岩手県立大学 総合政策学部 ― 思想文化 成熟社会のゼネラリストに求められる「新しいリベラルアーツ」としての文化的諸能力 課題文型
社会福祉学部 ― 経　　済 人のつながりを重視する「第四の消費社会」と多様な社会的機能を備えたコンビ二構想 課題文型
ソフトウェア情報学部 ― 情　　報 コンピュータ将棋の進歩と対局のあり方の特徴的変化 課題文型

宮城大学 看護学部 看護学科 社会福祉 年齢階層・原因・動機及び完全失業率との関係で捉える，日本での自殺の推移と特徴 資 料 型
食産業学部 ― 思想文化 コンビニでの購入者の増える今日に再考する，日本の握り飯の食文化的な意味と役割 課題文型

福井県立大学 経済学部 　　　　　　 �―� （推薦） 経　　済 経済的観点で考えるスポーツ界の競争やルールのあり方 課題文型
� （特別選抜） 経　　済 IT企業や米国政府の考える，AIや次世代ロボットの進化・普及による新雇用創出論 課題文型

看護福祉学部 ― 教　　育 日本の子どもたちを特徴づける自尊感情の低さとコミュニケーション不全との関係 課題文型
海洋生物資源学部 ― 環　　境 生物多様性保護に必要な，生物間の相互作用で生物共存を促進する仕組み 課題文型
生物資源学部 ― 科学技術 科学研究の重要な原動力となる人間的感受性と思考法 課題文型

山梨県立大学 看護学部 看護学科 科学技術 ものごとを単純化する過程で失われる科学的な思考 課題文型
静岡県立大学 国際関係学部 ― 教　　育 利潤追求の経営論浸透で教育内容の転換を迫られる大学教育の現状 課題文型
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大　学　名 学　部　名 学　科　名 ジャンル テ　　　ー　　　マ　　　課　　　題 出題形式
名古屋市立大学 人文社会学部 心理教育学科 教　　育 保育所をめぐる苦情に照らして考える，地域と共生していくために必要とされる対策 課題文型

医　　療 双生児の調査知見「行動遺伝学の法則」を参考に再考する従来の「子育て論」の是非 課題文型
国際文化学科 国　　際 シリア難民問題で改めて明らかになった日本の「難民鎖国」政策の実態 課題文型

京都府立大学 公共政策学部 ― 法・政治 トクヴィルの「個人主義」概念から考える，デモクラシー社会がもたらした多数者の圧政 課題文型
社会福祉 地域で特に優先度の高い政策課題として共通する少子高齢化進行問題 資 料 型
思想文化 コペルニクスの学説に託して説かれた人間の世界認識における成長過程 課題文型

文学部 歴史学科 思想文化 時代で大きく異なる過去認識のかたちと近代以降に発達した歴史学の基本的枠組み 課題文型
生命環境科学部 食保健学科 経　　済 世帯の年間収入別食料費・エンゲル係数・食品摂取量で見る日本人の食生活の特徴 資 料 型

環境デザイン学科 環　　境 環境容量の視点で考える，日本の都市や町が抱える課題とその改善策 課題文型
大阪府立大学 現代システム科学域 環境システム学類 教　　育 男女共に人間的特性である養護性の生理学的根拠と父親不在の育児がもたらす影響 課題文型

地域保健学域 看護学類 教　　育 子どもの読書好きを願う親たちに必要とされる本の選び方，その3つの原則 課題文型
教育福祉学類 社会福祉 高齢者の健康寿命を延ばすための支援策とその社会的重要性 課題文型

教　　育 児童の学習時間・国語問題正答率，親の期待や接し方と家庭の社会経済的背景との関係 資 料 型
兵庫県立大学 環境人間学部 ― 社会福祉 市場経済が広げた人間的共同性・相互扶助性の希薄化とより良い社会人の生き方 課題文型

経済学部 ― 社会福祉 都市部で深刻化する児童待機問題と自治体に求められる対策 課題文型
岡山県立大学 保健福祉学部 ― 思想文化 恥の多様な現象形態で考える，恥をめぐる人々の文化的価値の相違と両義的作用 課題文型

社会福祉 貧困率に関する各種データで考える，日本の子どもの貧困の現状と社会的課題 資 料 型
県立広島大学 人間文化学部 国際文化学科 経　　済 重層的困難を抱える現代の若者の不安定就業問題と求められる支援策の方向性 課題文型

社会福祉 ドイツ社会との比較で考える，現代日本が子どもや老人を大切にしない方向に進む理由 課題文型
経営情報学部 経営学科 社会福祉 貧困の概念と定義，測定基準（貧困線）をめぐる社会的論争の広がり 課題文型

経営情報学科 情　　報 新たな企業資産のパーソナルデータ収集・活用によるネットサービスのメリット・デメリット 課題文型
山口県立大学 看護栄養学部 看護学科 社会福祉 障害者に対する心のバリアを取り除くために必要な考え方 課題文型

国際文化学部 国際文化学科 国　　際 難民の多発する背景と難民救済を問われる先進諸国における取組みの現状 課題文型
文化創造学科 思想文化 再評価される日本の生活空間と音との文化的な関わり 課題文型

高知県立大学 文化学部 文化学科�（言語文化・地域文化創造） 社会福祉 共同の子育てと共食の習慣の消失がもたらす家族・共同体の崩壊と人間性の喪失 課題文型
看護学部 看護学科 思想文化 当事者では見えにくいものごとや現象を認識するために求められる距離の必要性 課題文型

北九州市立大学 経済学部 ― 経　　済 戦後日本における両翼の中間層の安定的存在を破綻させた諸要因と対応策の必要性 課題文型
文学部 比較文化学科 国　　際 ことばの意味・内容の比較文化的な相違で考える，ものとことばの関係・ことばの虚構性 課題文型

人間関係学科 経　　済 子育て中の日本女性の厳しい就労環境と女性の社会的役割の根本的制約との関係 課題文型
法学部 ― 法・政治 少年法成立の歴史的経緯と法的目的との関わりで考える，適用対象年齢引き下げの是非 課題文型
外国語学部 国際関係学科 国　　際 グローバル社会で活躍するために必要とされる能力論を吟味検証することの重要性 課題文型

福岡県立大学 人間社会学部 ― 社会福祉 高齢者の抱える社会経済的困難と民間賃貸住宅住み替えを円滑に進める方策 資 料 型
看護学部 ― 医　　療 社会的ながん対策として重視すべき，がん検診の徹底と患者への多様な生活支援策 資 料 型

長崎県立大学 国際社会学部 国際社会学科� （ＡＯ） 教　　育 個人・社会の自由で適切な判断に必要な制度である「学問の自由」と大学の社会的任務 課題文型
情　　報 モーリーの海図の優位性を決定づけたデータ収集・活用方法の歴史的意義 課題文型

� （特別選抜） 国　　際 外国人に対するステレオタイプなものの見方と偏見・差別との関係，求められる解決策 課題文型
情報システム学部 情報セキュリティ学科�（特別選抜） 科学技術 現代の科学技術のネガティブな側面も公正に伝えるリスク・コミュニケーションの重要性 課題文型
経営学部 経営学科 経　　済 会社を発展させる画期的技術をもたらす社員の技術力と努力，創意工夫力 課題文型
地域創造学部 実践経済学科 経　　済 ポスト成長時代に望まれる福祉と環境を重視する「持続可能な福祉社会」という社会像 課題文型

宮崎公立大学 人文学部 ― 教　　育 主権者として民主主義を学ぶ重要な契機としての「18歳選挙権」と教育的課題 課題文型
※学科名記載のないものは学部共通と思われ，国立大学は上部に公立大学は下部に記しています。
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題
は
、

お
よ
そ
３
つ
に
分
類
可
能
で
あ
る
。

　

第
一
は
、
日
本
の
教
育
観
や
教
育

方
法
へ
の
評
価
や
理
解
を
促
す
も
の

林
を
行
う
こ
と
の
是
非
」（
九
州
大

学
・
農
学
部
）
な
ど
が
あ
る
。

　

他
方
で
、
３
・
11
以
降
に
増
加
し

て
い
る
特
徴
的
な
テ
ー
マ
課
題
で
、

現
代
の
科
学
技
術
に
関
す
る
検
証
の

必
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
促
す
出

題
は
今
回
も
か
な
り
見
受
け
ら
れ
る
。

　
「『
官
の
技
術
』
で
消
滅
し
た
日
本

農
業
の
真
髄
の
重
要
性
と
求
め
ら
れ

る
『
民
の
技
術
』
の
再
生
」（
山
形
大

学
・
農
学
部
）「
自
然
界
を
人
間
の
感

覚
を
通
じ
て
認
識
す
る
現
代
科
学
の

方
法
論
的
な
特
徴
と
そ
の
限
界
」（
新

潟
大
学
・
理
学
部
）「
社
会
的
リ
ス
ク

と
表
裏
一
体
の
科
学
技
術
を
社
会
的

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
必
要

な
考
察
課
題
」（
九
州
大
学
・
教
育
学

部
）「
現
代
の
科
学
技
術
の
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
側
面
も
後
世
に
伝
え
る
リ
ス

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要

性
」（
長
崎
県
立
大
学
・
情
報
シ
ス

テ
ム
学
部
）
な
ど
が
あ
る
。

〈
医
療
ジ
ャ
ン
ル
〉

　

こ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
の
定
番
の
テ
ー

マ
課
題
の
傾
向
に
は
二
つ
あ
り
、
今

回
も
こ
の
傾
向
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　

一
つ
は
、
健
康
や
病
気
に
関
す
る

医
科
学
的
な
基
礎
理
解
を
測
る
テ
ー
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で
、「
米
国
の
『
教
え
込
み
』
教
育
と

異
な
る
日
本
の
『
し
み
込
み
型
』
教

育
の
文
化
的
特
徴
と
優
位
性
」（
横
浜

国
立
大
学
・
教
育
人
間
科
学
部
）「
算

数
で
の
子
ど
も
た
ち
の
間
違
っ
た
考

え
を
正
す
た
め
に
必
要
な
効
果
的
教

え
方
・
学
ば
せ
方
」（
滋
賀
大
学
・
教

育
学
部
）
な
ど
が
あ
る
。

　

第
二
は
、
い
じ
め
や
学
力
低
下
な

ど
、
日
本
の
学
校
教
育
の
抱
え
る
諸

問
題
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
も
の
で
、

「
い
じ
め
の
構
造
を
根
拠
付
け
る
四

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
考
え
る
、
い
じ

め
を
な
く
す
具
体
策
」（
岡
山
大
学
・

歯
学
部
）「
日
本
の
『
学
力
問
題
』
を

構
成
す
る
学
力
低
下
と
格
差
の
実
態
、

学
力
の
質
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（
広
島

大
学
・
教
育
学
部
）「
日
本
の
学
校
教

育
を
特
徴
づ
け
る
『
勉
強
グ
セ
』
が

も
た
ら
し
た
弊
害
と
『
問
う
力
』
育

成
の
重
要
性
」（
九
州
大
学
・
教
育
学

部
）
な
ど
が
あ
る
。

　

第
三
は
、
政
治
的
な
干
渉
や
介
入

が
強
ま
る
傾
向
に
あ
る
高
等
・
大
学

教
育
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
テ
ー
マ

課
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
利
潤
追
求

の
経
営
論
浸
透
で
教
育
内
容
の
転
換

を
迫
ら
れ
る
大
学
教
育
の
現
状
」（
静

岡
県
立
大
学
・
国
際
関
係
学
部
）「
個

人
・
社
会
の
自
由
で
適
切
な
判
断
に

必
要
な
制
度
で
あ
る『
学
問
の
自
由
』

と
大
学
の
社
会
的
任
務
」（
長
崎
県
立

大
学
・
国
際
社
会
学
部
）「
主
権
者
と

し
て
民
主
主
義
を
学
ぶ
重
要
な
契
機

と
し
て
の
『
18
歳
選
挙
権
』
と
教
育

的
課
題
」（
宮
崎
公
立
大
学
・
人
文
学

部
）
な
ど
が
あ
る
。

〈
社
会
福
祉
ジ
ャ
ン
ル
〉

　

こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
テ
ー
マ
課
題
も

お
よ
そ
三
つ
に
分
類
可
能
で
あ
る
。

　

第
一
は
、
定
番
化
し
て
い
る
高
齢

者
問
題
へ
の
理
解
を
測
る
も
の
で
、

「
高
齢
者
の
親
の
世
話
を
め
ぐ
る
日

本
の
高
校
生
の
意
識
調
査
結
果
で
考

え
る
社
会
福
祉
的
課
題
」（
富
山
大

学
・
医
学
部
）「
高
齢
者
福
祉
対
策
と

し
て
大
都
市
在
住
高
齢
者
の
地
方
移

住
を
推
進
す
る
政
策
の
是
非
」（
大
分

大
学
・
経
済
学
部
）
な
ど
が
あ
る
。

　

第
二
は
、
こ
れ
も
定
番
の
、
日
本

の
家
族
観
や
幸
福
観
に
つ
い
て
の
理

解
を
求
め
る
も
の
で
、「『
親
な
る
も

の
』
を
失
っ
た
現
代
の
家
族
の
危
機

感
と
望
ま
し
い
家
族
の
あ
り
方
』（
熊

本
大
学
・
文
学
部
）「
人
々
の
幸
福
感

判
断
で
の
重
要
項
目
を
参
考
に
考
え

る
、
人
間
に
と
っ
て
の
幸
福
な
生
き

強
い
。
地
球
環
境
と
人
間
活
動
と
の

関
係
に
つ
い
て
の
理
解
を
促
す
テ
ー

マ
課
題
が
大
半
を
占
め
る
。

　
「
地
球
環
境
を
広
く
汚
染
し
人
体

を
様
々
に
害
す
る
電
子
廃
棄
物
問
題

の
深
刻
さ
と
対
処
策
」（
鳥
取
大
学
・

地
域
学
部
）「
マ
ツ
と
キ
ノ
コ
類
の
共

生
関
係
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
土
壌

環
境
を
整
え
る
人
間
活
動
の
消
失
」

（
秋
田
県
立
大
学
・
生
物
資
源
科
学

部
）「
環
境
容
量
の
視
点
で
考
え
る
、

日
本
の
都
市
や
町
が
抱
え
る
課
題
と

そ
の
改
善
策
」（
京
都
府
立
大
学
・
生

命
環
境
科
学
部
）
な
ど
で
あ
る
。

〈
情
報
ジ
ャ
ン
ル
〉

　

こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
テ
ー
マ
課
題
は
、

二
つ
に
分
類
可
能
で
、一
つ
は
、ネ
ッ

ト
や
メ
デ
ィ
ア
か
ら
得
る
情
報
と
の

付
き
合
い
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る

も
の
で
、
多
数
を
占
め
て
い
る
。

　
「
情
報
の
良
し
悪
し
を
選
別
す
る

こ
と
の
重
要
性
と
求
め
ら
れ
る
具
体

的
選
別
基
準
」（
岩
手
大
学
・
人
文
社

会
科
学
部
）「
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
る
情

報
や
イ
メ
ー
ジ
を
形
作
る
社
会
的
諸

要
素
と
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
必

要
性
」（
島
根
大
学
・
法
文
学
部
）「
情

報
と
思
考
の
整
理
に
求
め
ら
れ
る
段

方
」（
広
島
大
学
・
教
育
学
部
）
な
ど

が
あ
る
。

　

第
三
は
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題
や

待
機
児
童
問
題
を
扱
う
テ
ー
マ
課
題

で
、
戦
後
日
本
の
社
会
福
祉
政
策
の

足
跡
を
振
り
返
る
な
ど
、
従
来
よ
り

も
問
題
意
識
の
高
さ
を
感
じ
取
れ
る

内
容
の
出
題
が
増
え
て
き
て
い
る
。

　
「
待
機
児
童
問
題
で
考
え
る
、
日

本
の
社
会
福
祉
政
策
の
貧
し
さ
と
母

親
観
・
育
児
観
の
問
題
点
」（
岐
阜
大

学
・
医
学
部
）「
貧
困
率
に
関
す
る
各

種
デ
ー
タ
で
考
え
る
、
日
本
の
子
ど

も
の
貧
困
の
現
状
と
社
会
的
課
題
」

（
岡
山
県
立
大
学
・
保
健
福
祉
学
部
）

「
ド
イ
ツ
社
会
と
の
比
較
で
考
え
る
、

現
代
日
本
が
子
ど
も
や
老
人
を
大
切

に
し
な
い
方
向
に
進
む
理
由
」（
県
立

広
島
大
学
・
人
間
文
化
学
部
）
な
ど

が
あ
る
。

〈
環
境
ジ
ャ
ン
ル
〉

　

概
要
表
の
数
的
制
約
か
ら
言
え
ば
、

傾
向
を
指
摘
す
る
の
は
難
し
い
が
、

原
発
の
輸
出
や
再
稼
動
を
現
政
府
が

強
く
推
進
す
る
中
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
自
然
環
境
を
汚
染
し
て
い
る

原
発
問
題
に
真
摯
に
向
き
合
う
出
題

は
な
く
、
時
代
を
逆
戻
り
し
た
感
が

階
的
抽
象
化
・
メ
タ
化
の
プ
ロ
セ
ス
」

（
香
川
大
学
・
教
育
学
部
）
な
ど
で

あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
企
業
の
ネ
ッ
ト
利

用
の
進
展
状
況
と
そ
の
問
題
点
を
扱

う
テ
ー
マ
課
題
で
あ
る
。

　
「
ネ
ッ
ト
で
進
む
人
間
に
関
す
る

情
報
取
得
と
人
間
に
働
き
か
け
る

サ
ー
ビ
ス
流
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

化
」（
小
樽
商
科
大
学
・
商
学
部
）「
新

た
な
企
業
資
産
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー

タ
収
集
・
活
用
に
よ
る
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
」

（
県
立
広
島
大
学
・
経
営
情
報
学
部
）

が
あ
る
。

〈
思
想
文
化
ジ
ャ
ン
ル
〉

　

こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
テ
ー
マ
課
題
は

お
よ
そ
三
つ
に
分
類
可
能
で
あ
る
。

　

第
一
は
、
言
葉
・
文
化
・
芸
術
に

関
す
る
理
解
を
測
る
定
番
の
テ
ー
マ

課
題
で
、「
両
立
し
な
い
主
張
を
含
む

『
こ
と
わ
ざ
』
が
存
在
す
る
理
由
と

こ
れ
ら
が
用
い
ら
れ
る
状
況
の
想

定
」（
新
潟
大
学
・
人
文
学
部
）「
近

代
日
本
の
油
絵
の
歴
史
で
考
え
る
、

日
本
社
会
に
お
け
る
個
性
の
あ
り
方

と
文
化
的
特
徴
」（
鳥
取
大
学
・
地
域

学
部
）
な
ど
が
あ
る
。

　

第
二
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
の
テ
ー
マ
課
題
で
、「『
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
と
い
う
言
葉

の
意
味
を
め
ぐ
る
歴
史
的
変
容
と
今

日
的
・
特
徴
的
課
題
」（
富
山
大
学
・

人
間
発
達
科
学
部
）「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
至
上
主
義
が
も
た
ら
し

た
文
化
的
・
階
層
的
問
題
」（
鹿
児
島

大
学
・
法
文
学
部
）
な
ど
が
あ
る
。

　

第
三
は
、
こ
こ
数
年
来
増
え
る
傾

向
に
あ
る
特
徴
的
テ
ー
マ
課
題
で
、

３
・
11
以
降
の
日
本
社
会
の
変
容
や

歴
史
認
識
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。「
社
会
の『
集

団
化
』
現
象
を
も
た
ら
し
た
諸
要
因

と
望
ま
れ
る
『
他
者
に
対
し
て
優
し

い
社
会
』
の
構
築
」（
福
島
大
学
・
行

政
政
策
学
類
）「
過
去
の
歴
史
に
向
き

合
う
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
、
歴
史

に
お
け
る
偶
然
と
必
然
に
つ
い
て
の

理
解
」（
香
川
大
学
・
経
済
学
部
）「
時

代
で
大
き
く
異
な
る
過
去
認
識
の
か

た
ち
と
近
代
以
降
に
発
達
し
た
歴
史

学
の
基
本
的
枠
組
み
」（
京
都
府
立
大

学
・
文
学
部
）
な
ど
が
あ
る
。

〈
国
際
ジ
ャ
ン
ル
〉

　

最
後
に
取
り
上
げ
る
こ
の
ジ
ャ
ン

ル
で
は
、
現
在
進
行
中
の
難
民
問
題
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と
直
接
的
・
間
接
的
に
関
わ
る
テ
ー

マ
課
題
が
焦
点
化
し
て
お
り
、
内
容

的
に
は
２
つ
に
分
類
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

一
つ
は
、
難
民
問
題
を
対
応
策
含

め
直
接
的
に
扱
う
も
の
で
あ
る
。

　
「
シ
リ
ア
難
民
問
題
で
改
め
て
明

ら
か
に
な
っ
た
日
本
の『
難
民
鎖
国
』

政
策
の
実
態
」（
名
古
屋
市
立
大
学
・

人
文
社
会
学
部
）「
難
民
の
多
発
す
る

背
景
と
難
民
救
済
を
問
わ
れ
る
先
進

諸
国
に
お
け
る
取
組
み
の
現
状
」（
山

口
県
立
大
学
・
国
際
文
化
学
部
）
な

ど
が
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
難
民
問
題
を
間
接

的
に
扱
う
も
の
で
、
外
国
人
受
入
れ

に
問
わ
れ
る
重
要
課
題
へ
の
理
解
を

促
す
も
の
で
あ
る
。

　
「
他
の
先
進
国
と
異
な
る
日
本
の

外
国
人
受
入
れ
政
策
の
実
態
と
求
め

ら
れ
る
現
実
的
改
善
策
」（
福
島
大

学
・
経
済
経
営
学
類
）「
文
化
や
社
会

に
関
す
る
行
動
規
範
の
異
な
る
外
国

人
と
共
生
す
る
こ
と
の
難
し
さ
と
克

服
課
題
」（
埼
玉
大
学
・
教
養
学
部
）

「
外
国
人
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
な
も
の
の
見
方
と
偏
見
・
差
別
と

の
関
係
、求
め
ら
れ
る
解
決
策
」（
長

崎
県
立
大
学
・
国
際
社
会
学
部
）
な

ど
が
あ
る
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
今
回
の

入
試
小
論
文
で
扱
わ
れ
て
い
る
テ
ー

マ
課
題
に
は
、
国
内
外
で
危
機
感
が

深
ま
る
平
和
と
民
主
主
義
の
問
題
、

劣
悪
な
労
働
・
雇
用
問
題
、
若
年
齢

層
の
貧
困
問
題
、
少
子
化
を
決
定
づ

け
る
政
治
経
済
的
・
社
会
文
化
的
問

題
な
ど
、
受
験
生
世
代
の
現
実
生
活

や
将
来
展
望
と
密
接
に
関
わ
る
も
の

が
広
が
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
こ
う
し
た
危
う
さ
に

対
す
る
危
惧
と
批
判
の
声
が
高
ま
り
、

若
者
世
代
が
そ
の
声
の
中
心
的
主
体

と
し
て
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
全
国
の
学
者
た
ち
も
声
を
上

げ
、
若
者
世
代
と
の
共
同
行
動
を
積

極
的
に
担
う
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。

今
後
の
入
試
小
論
文
に
こ
う
し
た
声

や
行
動
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る

の
か
、
見
守
り
た
い
と
思
う
。

�

（
構
成
・
文
／
佐
藤
明
子
）


